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堀 場 信吉 抄譯並に補註

化 季 的 結 合 力 の 同 題 を 箭 し い 量.子 力 學 の 立 場 か ら 解 か ん と す る 試.1

み は 理 詮 物 理 學 の 面 向 い 問 題 と なつ て 來 た自 こ の事 は 勿論 化 學 者 に

とつ て も嶺 め て 注 意 を要 す る問 題 で あ 駆 昨 年 の プ ンゼ ン摯 會 は「化

串 的 織 合 の 棣 式 と愿 子 構 造」の一 般 論 議 が 行 は れ 叉 ラ イ プ チ ヒ大 學 に
　り

於 て1ゴ 鍛 子 論 と 化 融 と 題 し てKesceLHh頂helwooJLenflon.nir:u,.恥rmi.

艮)

1']naken・Si[lk・wlakの講 減 ぷ あ つ たoこ いにLonclonの 講 演 を梯 め て 任 遣.

に 抄 粹 し又 あ る露 は 畿 分補 註 を 行 ひ 又 あ る 露 はLandonの 原 署 よ.り坂

つ て緇 つ たtの が 此 の 紹 介 で あ る6

溝 横 の 終 りの 二 節 は 祁 合 に よ リ省 咯 し た。 も し本 繝 が 蕊 者 の 鋸 意

を損 す る露 が あ れ ば 策 ∫酋 の罪 で あ る.

尋 緒 言

化 學 結 合 の 法 則 は 化 學 者 が 澤 山 の 實 験 的 事 實 に 基 礎 を 置 い て 歸 納

的 に 導 い 九 もの で あ つ τ 化 學 的 に は 極 め て 簡 單 な 記 號 で 示 す 事 の 撮

來 る もの で あ る が 物1理 學 的}二 考 へ て 見 れ ば 竃 に 不 可 思 議 の もの でEl

下 の 原 子 踰 の 立 揚 か ら研 究 の 興 味 を そLる 問 題 の 一 つ で あ る。 原 子

論 の 研 究 に 於 て 最 初 の 興 唾 は 個 々 の 原 子 の 構 造 を 研 究 す る 事 に 向 け

られ た。 而 して 各 原 子 聞 の 周 期 的 開 係 を 解 決 す る 事 で あ つ ナニ。 个 や

吾 人 は 既 に 得 弛 原 子 構 造 の 智 識 か ら して,即 ち も し原.子 が 吾 人 の 霜 い

て ゐ る 構 造 を もつ とせ ば モ の 原 子 に 力 學 的 法 則 を 用 ひ て,果 して 化 墨

者 か 實 驗 的 に 得 九 化 學 結 合 の 法 則 を 読 明 し得 るや 否 や の 問 題 を 考 究

せ ね ば な ら な い 時IV]に 至 つ.ナ:と 思 は れ る。
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所謂 化學 的結 合 力 な る ものは 極 め て特 性 的 の 相 互 作用 で あつ て 分

子 か 先 づ"活 性 化"さ れ て 始 め て 化 學 結 合 力 か 發 現 し底 子 價 の 飽 和

に よつ て念 に 滔失 す る性 質 を 有 して 居 る もの で あ る,化 累結 合力 は

か くの如 き性.質 の もの であ る と解 釋 を 下 さな けれ ば 實驗 上 の事 實 と

合 は.ない、

化ti1反ng速 度 譲 の研究か ら吾 人 はArrheロittSが 初 め て駕 へ出 した活'

性 分子 の存 廠を認容 せtlぽ な らぬ。

此 の 如 き力 の 發 現 夂 は.作川 は吾 入 の.普逋 に如 つ て ゐ る他 の 力 と は

大 變 趣.を 異 に して ゐ る。 此 の 如 き力 が 誓 人 が 窪 來 原 子 の 研 究 に 用 ひ

た 法.則の みで 別 に他 に新 しい自然 法 則 を 附 加 す る票 な しに設 明 が 搗

來 るか 否 か。 本 編 に 於 て は 此 の 問 題 を 新 量 子 力 學 の 立 揚 よ り近 時 原
り

子 の 周期 律 の 解 釋 に非 常 な 有 力 な る法 則 と して 見 出 され たP"岨 の
ぐり

法.則並 に電 子 か 旋 回邂 動 を して ゐ る と云 ふElelctroneu[1i':il1の考 へ か ら

解 訣 を與 へ様 とす るの で あ る..

Bohrの 理 論 に よ る 化 學 作 用 の 問 題

化 學 結 合 に は.所謂 有 極及 び 無極Oieteropelar及 びhumδopolar}の 爾 種

が あ り其 の 中府 極緒 合 の 方 はBQhrの 原 子 模 型 か ら して あ る棉 度0)

解 決 がllil架る。 此 は 原 子 結 合 を靜 電氣 力 の 問題 に してKesselやLewis

の 理論 の樣 に 見 るの で あ るが其 れ に して もBohrの 理 踰 を基 と して

の 原.子相 互 の 作 用 の 論 明 に は尚 ほ難 點 が あ つ ℃ 即 ち古典 的 量子 論 か

ち で は 問 題 の 決 定 的 解 決 が 與 佯 られ な い.

K鰹el及 びLew島 の理 論 の 主 要 の 點 は 八 個 の 電 子 現 が 安定 で あつ て

その 閉 され ナこる原 子 環 の 完 成 をつ とめ る性 質 が 原 子 相 互 の 作 用 の 揚

合 にあ る と假 定 す るの で あ るが此 の 如 き假 定 は 實驗 的 の事 實 か ら蹄

納 した もの でBolirの 理論 か らは 誘 導 雪 る事 が 毘 來 な い。 然 し兎 も

一(R u介)一
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角 も此 の 様 の 假 定 で 有 極 詰 合 の揚 合 は解 綿 が 出來 るか 所 謂 無 極 結 合

の 婁 合 に は 此 を 應 川 す る事 が 出來 な い。4才 ンで な く して 中性 凛 子

間 の作 廻 を考 へ て 見 る と靜 電 気 的 に中 性 で あ つ て 化學 上 の事 實 が 示

す 樣 の 一 定 の 方 向の 定 つ た結 合 の 力 線 を見 出 す事 が 出 來 な い。 た と

へ原 子 間 柏互 の ボ ラ リゼー シ ヨ ンを考 へ て1'anderWa心 の 力 と閏 係

を付 け様 と試 み ナ:處で 此 れ は 化學 の 数 へ る結 合 力 には 大 愛 異 つ ナニも

の で あ る。 其 れ か ら見 れ ば 此 の 様 の 研 究法 は 根 本 的 に缺 陷 が あ る.

新 量 子 論 に よ る 見 方

上蓮 の 如 く吾 人 の 問題 の 解 決 は 到 底Bohrの 古 典 的 最 子 論 に よつ

て 此 を 解 決 す る事 はilS來 な い。 其 處 で新 彙子 論 か ら此llq題 を解 決 す

る事 が 出 來 るか,
ゆ

新 量 子 力 學 は 既 に嵎 知 の 如 く 】lelsenhevgとSeilr6dingerが 各全 く異つt:

立 揚 で建 設 しナニもの でSchrδdiHgerは 必Br[,菖lieの考 へ た 物 質 波 の 思想

を 用 ひ て電 子 の 蓮 動 を示 す波 動 式 を提 出 した.此 の 波動 式 を數 學 的

に解 く こ とに依 つ て 一般 に猷 子傑 件 は 向然 に1与 られ る。 問題 の解 決

が 佝 ほ決 定 的 で な い 處 か あ れ ば夫 は 今 日の 飛 子 丿」學 の な ほ 不完 全 の

處 で 其 の 點 はPauhの 法 則 を 川 ひ て此 を補 ふ 事 が 出 來 る。 先 づ 水素

原 子 の 無極 結 合 に よ る 水素 分 子 の 生成 か ら論 じる.

の ひ

二 個 の 水 絮 原 子 の 相 互 作 用

Schrδdh瑠er波 動 力 學 の 立 揚 か ら二 つ の 水 素 原 子(但 し基 礎 歌 態 に あ

る)の 相 互 作 珊 を 調 べ て 見 や う。 二 つ の 水 紫 原 子 の 孩 の 位 置 を 各 々a,

bと し 二 つ の 霓 子 を1,2・ と 狩 靴 を つ け αIJの 距 離 をRと す る.電

子 と核 並 に 電 子 間 の 距 倭 を ばrabr。 ユ,rbrtrOl.,r;:で あ ら は す.然 る 時 は

波 動 式 は

一 備 介)一
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ω ≡d・・x+雫{E一(り り の り ゆ めε一 εrε.ε.ε 曽 ε一÷一 一 一一 一 一R
r課,'α1,'02'・ 帆}・ 帆)}x-e一 ・一 ・(1)

… 命4・4一 瀞 姦 憐 ・誌 ・瀞 轟 ・ …v・ 一 ・・

ンを示 す。 これ に6ヂ ノ レ シ ヨ ンの 控S間の 波 動 で あ つ て ボ ナ ン シ ァ

ルVを 上式 の如 く置い 九 の は假 定 に過 ぎ な い。 問 題 は數 學 的 に① を

解 いて 其 の 特有 函数 を知 れ ば よい 事 とな る。 借 て1の 霓 子 がaに あ

る時 及 び ゐに あ る時 の 特 有 函數 は簡 翠 な る水素 原子 の揚 合 で あつ て

各 々

尋_「at{}ノbl

啗一疑。(1 !/)㌔ 歳・ 伽 轟(そ)一 ・τ(・)

こsにfttは 水 素 のBohr原 子 に於 け るlt軌 遘 の 半 徑 を 示 す。 同 様 に

して2の 電 子 かa及 びb核 に あ る際 は

:17喫3「 α出
り 　　 ア あ 　　　

炉 纛(÷)"・""・ ・t一毒(÷)一ea」(3}
90

で あ る。

个 二 つ の 水 素 原 子 を一 所 に考 へ て 一 つ の 系 と見 て,但 しその 水 素 原

子 間 に 何等 作 用 を 考 へ な い 時 その 系 の 特有 函 數 と して は二 つ の 揚 合

か あ る即 ち

ψρ.

,f,伊 、

(a)

〔4り

そ の エ ネ ル ギ ー は2茂(E。 は 一 水 素 原 子 の 芯 礎 歌 態 の エ ネ ル ギ ー)で

あり砌 固有飆 は 半 て示さ杣.

lrし 个 二 水 素 原 子 の 相 互 作 用 即 .ちliopjxlungを 考 へ るp,yrf1)の 解 は

數 學 的 に(St6rung51脚ll[elnと し て)解 くp$二 つ の 主 囁 動

2㍊
_一n-ir,t

(ψρ2÷ψ2伊、}θf5J

一(朝 介)一
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sx[J

/.1Of
(ψ、ワ自一 ψ29竃)n (ii)

のBn}xrpos.ionで 示 され る.㈲ 及 び{5')は 各 々 對 稱,否 墾}稱(凾 数 の 否 對

禰 は 變 數 を 取 りか へ る 時 符 號 が 變 る)の 振 動 を 表 は して 居 り]i,.Eα は

Sttinmceuenrieで あ つ て 担 ・去瓦 ・・二 つ の 水 覦 子 のh・hpelung{_'lt

る 共 鳴 失 調 〔ReさOulLILzc蹴imm乳lqc)の 振 動 数 で あ る。 此 のK(,ppelungは 勿

論a,Lの 距r,に 關 す る もの で1{→OQに な れ ばVii.E6は 無 くな る。

此 の ◎(ofの 振 動 のcuperiasitionて 云 ふ は 統 計 學 的(fitatisti>cL)の 意

唾 の も の で ㈲ と(5りが 同 畦 に 存 在 す る

鼠乙脚rpoistiGnで な い か ら雨 振 勁 共 に 各 自

/5

獨 立 の 意 義 が あ つT9二S兩 者 が統 計 的

に 阻 係 して ゐ る の で あ る.

个 近 撒 的 計37で 兩 振 動 の エ ネ ル ギ ー

E3・E¢lgRな るFiの 距 離 の 凾 數 と して

示 す と第 一 圏 の 様 に な つ て 大 變 面 白 い

結 果 が 得 ら れ る。 圈 で 見 られ る 楼 に 對

稱 振 動 の 揚 合 は1:aは 一 つ の 極 少 點 を

右 して ゐ て 其 の111〔はP-0.80$.1{=翫2vξ,1t

.§

5
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箏 一 圀

これ は 水素 分 子 の 核 の距 陵(R=0.7憾)解 離 エ ネ ル ギ ー(拐vohlに 近 い

即 ち對 穩 振 動 の 揚 合 は水 素 原 子 が 相 引 き合 ひ無 拯 の 結 合 を す る事 を

示 して ゐ る。 此 に 反 して否 對 稱 振 動 の 揚合 は 兩原 子 は常 に 粗 反撥 し

て41:-ill1をす る事 が無 い。

Panliの 浅 則 並 に 電 子 旋 回

最 子 力 學 よ り誘 曄 した 結 果 ば決 定 的 の もの で無 くτ は な らな い の

に水 素 原 子 結 合 の 揚Aは 上 述 の 如鹽く二 つ の 揚 合 に 出 て 來 る.个nの

一 俶 介)一
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量 子 力 學 の 數 式 的 表 現 で は この 不 徹 底 か あ る。 今 只 二 間 の 電 子 の 問

題 セ 取 り.扱 つ て ゐ る の に 此 の 決 定 が;isて 來 る か ら多 數 の 電 子 の 揚 合

はfSiほ 複 雜 に な る。 然 し これ.は 兩 電 子 を 全 く同 様 の もの と して 只1,

2の3:7一 が 二 つ の 核 に 分 配 の 柑 異 を の み 考 へ て 居 るか らで あb,

今 此 の 困 難 の 除 去 に 先 づPauliの 法 則 を 用 ひ や ふ。Pmdiの 法 則 に

よ れ ば 完 全 に相 等.し い 粒 子俺 子)がSdtr6diI乳gerの 振 動 に 於 てrく 同 様

に 關 係 ず る,言 ひ 換 へ る と其 の 坐 標 が 全 く 對 稱 で あ る と云 ふ 揚 合 は 存

Xi:し 得 な い と云 ひII↓ る。 か くの 如 くPmJiの 法 則 を 此 の 揚 合 に ∫qひ

る事 は 即 ち 波 動 式 を 一 度 解 いi=iY.に 澤111出 て 來 牝 可 能 性 の もの を 再

び1'uuliの 法 則 で 撰 揮 す る と云 ふ 樣 な 方 法 は 勿 論 今 日の 景 子 力 學 的

方 法 の 不 完 全 の 處 を 示 す もの で あ る 玩Panliの 法 則 は 澗 期 翠 に 用 ひ

て 實 に 明 快 な 解 決 を 輿 へf二 法 則 で あ る か ら全 原 子 學 に 正 しい もの と

し て 認 容 して よ い と:,:.11Sれ る。

原 子 四JJ電 子 の 量 子 數 は ス ペ ク トラ ム の實 驗 的事 實 か ら主 副 量 子

数 及 び 内・磁 氣 最 子yrの 四 種 り 量 子 鼓 に 分 け らオして ゐ る。Pauliのua

は 一 原 子 の 内 で 二 っ の電 子 が 決Lて こ の 四 種 の量 子 数 を全 く一 致 し

てt.#r#し 得 な い と述 ぺ た の で 此JJ)%か ら 塩 な るr:子f4m子 環

の.u子 の 極 大 駈iz副 斌 子 凱`と 次 の 楼 な 衞 單f,閣 係 を符 た

Y.n='ut3

此 の 顯 係 か ら原 子 内 の電 子 猿 の電 子 教 が 歎 式 酌 に 定 つ て 左 來130ht

Stonerの 經 驗 的 事 實 に 基 い た原 子 内 の電 子 排 列 に 賦 式 的 の 摂 據 を與

へ た⊃

偖 てPauliの 法 則 を 水 素 原 子 の オ;rl互們三川 の揚 合 に あて篏 め る と丁

度 否 對 稱 の揚 合 は 雨 原 子 が 翔 反撥 す'る):と なつ て無 極 化 合 の 可 能 と

見 られ る揚 合 は 對 稱 でPauliの 法 則 か ら しτ 此 か 不 可 能 のuと な

一(紹 介)一



1

物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)

(堀場f言吉抄講5並}二Rfi註)Lundun墸=,亅農'∫L論とイヒ學直毎季肯合・(221)

り化 墜 上 の事 實 と相 反 す る事 に な る。 これ は何 に よ るか と考 へ て見

る に全 く二つ の原 子 の 電子 をlnlと して ゐ るか らで 若 し電 子 の 特有

の 回 栂 逕 動 を 考 へ その 旋 囘 の ベ ク トルか磁 氣 方 向 に並 行 と反 並 行 て

あ る と す るaC(hrSdingcrの 振 動 か 對 稱 で も電子 の 旋 回 が否 對 稱 の時

は存 在 が 可能 とな り無 櫪 結 合 がiil'され るa,.と な る。 即.ち 二 つ の 電 子

の旋 回 の 方 向 が 並 行 か 反 並 行 か でSd而di肆 】禦rの 振 動 が否 對 秘 か 對稱

か に定 ま 〇二つ の 原 子 か 相 反撥 す るかdiiuす るか と云 ふ 事 に な り

問題 は決 定的 に 定 ま る。 此 を多 数 の粒 子0)揚 合 に慮 川す る畦 電 子旋

回 は ナニs二 株 の 異 な る方 法 が あ るの みで あ るか ら旋 回の 否 對稱 の 一

對 の 電 子 の み が針 稱 の 振 動 凾數 を持 つ 事 が 出 來 る=rと な る。

化 學 原 子 價 の 飽 和 と 其 の 活 性 化 の 機 構

異 っ 九原 子 の 化 學 的sini.入 るに/一 つ て まつ 水kの 三 原子 か ら

H,な る分 子 の 成 立 が可iiiで あ るが 否 か を 見 様 と思 ふ.rl,B及 びC

な る三つ のJh原 子 か あ るPrkづaとBと か 分 子 距 離 に 置 か れ た 時

KOPpellm9の エ ネル ギ ー をCなo原 干 の

距 離 の 凾 数 と して 調 べ て 見 樣 ふ。'A,B

の 亜 心 點か ら1Lの 方 向 に於 け るCな

る原 子 の距 離Rに 就 て エ ネ ル ギ ー のllh

線 を記 載 す ろ.勿 論 この エ ネ ル ギー は

のTIIii)i.關 す る もの で あ るが 定 性的ifh

線 の形 は第 二 闔 に よつ て 示 され る。 十

の 記 號 を付 い この はA,Bが 互 に まII「合 し

て ゐ る揚 合 で(第 一 圖 のr,の 揚 合)一 の 記

號'rT'1し 学二の はABが 互 に反 撥 して ゐ

る 揚 合{第_pのE。 の 揚 合}であ る。 上 か 算 二 園
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ら;,,の 曲 線 は ム,13が 互 に相 反 撥 して ゐ る處 にCが 同 様 にan反 撥

す るP.rで 凡 て の 粒 子 か否 對 稱 の 揚 合 で あ る。 上 か ら第 二 の 曲線 はA,

13jra'll反 撥 して ゐてCが 粗lllか れ る揚 合 で あ る。 義Bの 何 れ の=f

にCが 引 か れ るか と云 ふ 事 は 圈か ら解 らな い,ナニ望機 會 の 問 題 で あ る。

此 の 際 二 つ の 電子 振 動 が對 稱 で あ る。 第 三 の 山 線 で はA,rが 引 合

つ て 分 子 を 形 づ くつ て ゐ る。 そ こでCは 相反 撥 す る(二つ の 電 子 に就

て 振 動 は封 稱撮 後 の 曲線 噺 繊 で示 した もの は 凡 て三 つ の 電 子 に就 て

振 動 か對 稱 の 揚 合 で 此 れ はPxtiliの 法 則 か ら して存 在 し得 な い揚 合

で あiJ。 最 後 の揚 合 の み がH3を 作 る可 能 性 の もの で あ るか ら從 つ

てlt,な る分 子 は存 在 し得 な い。

次 に化 學 上 興 味 の あ るは △,B,Cか 同 一 の 原 子 で な いu:Sで あ る.

今.IB:,,る 分 子 の生 成 に作 用 す る共 鳴 効 果 が も しBCの 揚 合 よ り少

な る 卩きは

:1BtC一 一.:1t73C

な る!zNicの 起 る 可 能 性 が あ る。 此 の 際

の 絹 互 作 川 の 曲 線 も全 く第 二 圖 と同 形

で あ つ て第 三 鬪 に 示 し3.。 十.一IN'Nilp

と 同 様 の 意 味 を 有 し断 線 の 揚 合 はPnuli

の 法 則 か ら戒 立 し な い 揚 合 で あ る。 第

三 圖 に 於 てA73が 分 子 を 鷲:り 得 る1ま ナニ

Ψ上 よ り3番 目 の 曲 線 の 揚 合 で あ つ て

.LBの 分 子 』か ちCの 距 離 のuい 揚 合 は

相 反 撥 す るが あ る 點 に 逹 す る時…は61き
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第 蕊 圏

合 ふ}簑 に な る,此 の點 に 逹 す るや 否 やABの 結 合 が 弛 んでBCの 分

子 が 轟 來 て11飛 び 去 る。 勿.,.aの 共鳴 効 果 かBCの そ}iよ り少
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な い と鰕定 し九揚 合 で あ る.此 の 揚 合 反 紲iは常 に 一 方 の 方 向 にす ㌧

む 反 對 の方 向 に邏 め る爲 め に は 分 子 内の 原 子 の距 睡 を 引 き睡 して 其

の 共鳴 相互 作 用 を 適 當 に 降 下 せ ね ば な らな い。 一 髓 分 子 内 の陬 子 は

直 接 に 切 り離 す事 が 田来 な い。 原 子 核振 動 を興 奮 せ しめ て 核 のT均

距 離 を 柵大 させ 始 めて 分 子 が 他 の 原 子に 作 珊 す る様 に な る.

既 に蓮 ベ ナニ如 く化 學 反 應 の 遉 度 の研 究 か らAr1漁uiuミ 假 設 の 如 く反

應 に あ つ か る もの は 先 づ 活 性 化 せ ね ばな らな い.此 の 不 可 思議 な ろ

活 性 化 と云 ふ 事 は 主 と して 振 動 の エ ネル ギー を 供 給 す る こ とで あつ

て 核 が適 當 の 距 離 に なれ ば 其 處 で 反應 は進 行 す るの で あ る,
9]

化 躍 原 子 價

任 意 の 原 子 の 相 互 の 量 子 力 學 的 作 ∫.ilに就 て はSd取r6dingerの 振 動 の

對 栂 性 を 研 究 せ ね ば な ら な い の で 此 オ.ヒは 群 論 の 問 題 で あ つ て 此 盧 に

詳 細 に 立 ち 入 る 事 が 出 來 な4'0然 し その 研 究 結 果 及 び 今 迄 に 述 べ3一

處 の ア ナ ロ ギ ー か.ら 次 の 樣 に 考 へ る 亦 が 阻 來 る。

原 子 内 の 電 子 は 相 互 に 對 稱 的 に 二 個 劉 を な して 結 合 して ゐ る(二.個

の 電 子 旋 回 は 相 反 して ゐ る)。 對 を な して 結 合 して 居 ら な い 殘 り の.c

子 は 他 の 原 子 の 電 子(對 を な し て11}ら な.い 殘 り の 電 子}と 劃'稱 的 に 對 を

な して 結 合 す る 事 が 出 來 る〔勿 論 此 の 際 も電 子 旋 回 は 相 反 して 居 らto

ば な ら ぬ1,こ の 殘 り の 電 子 が 化 擧 の 所 謂1F;7.價 電 子 で あ る。

原 子 價 電 子 の 嗷 を,よ とせ ば?己十1=11は ス ペyト ラ ムのMulじlpli震 コt

(Shlgule亡t,DuplMk,Triplett等 〕 の 數 を 示 して ゐ る。

此0)如 き考 へ が 化 學 の 原=rと 一 致 す るや 調 べ τ 見 様 ふ.

先 づ ハ ロ ゲ ン元.素 に 就 て 見 る。 此 の 揚 合7.側 の 電 子 か 同 一 の 主 量

子 數 を 有 して ゐ る。aを 副 量 子 數 と.し?1～ε を 磁 氣 量 子 數 の 一 つ とせ

崇Pauliに よ る 物 は 一r>,既>t

こiに 猶 氣 鼠 子 數m質 恥 ÷vM,7'⊃ 露_*}Illnulh・ 〔1,Phy覧XXIH.S278參OE
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ば其の配列の種類 は
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此 の 表 か ら 明 か な る 如 く ハ ロゲ ンは1,3,b,7價 の 原 子 價 を 持 つ 事

がrigる 。 但 し弗 素 は 主 量 子 數 か2で あ る か ら1=:,の 揚 合 は あ り得

な い 故 に 一 債 の み で あ る、.爾 ほ ハ ロkン 元 素 が2,4,6の 原 子 價 を 持

つ=1=は 無 い わ け で あ る。

酸 素 屬 元 素 に 就 て は 外 側 の 六 個 の 電 子 の 配 列 は 下 の 樣 に な る。

aho

・…o

1

-iu十i

.,

一 〇 一10十1十n:.

1

原=FL:

1221110

d91rllII
電 子 數

!217114

1111116

此 の 元 素 の 碁 本 頂 は1'riPlettで 原 子.價 はn4, .6で あ る、

{よ主 量 子 數 が:,以 上 は 無 い か らa=sの 揚 合 は な く2價 の み で あ る。

然 しS,fiz、Te,はs4,G價 か 存 在 す る。

1:i=素 屬 に .就 て 外 側 の う個 の 電 子 の 配 列 は

一(紹 介)一 .
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一iu十i

。。數.1,1'll膿:r
・1111Ji繰 …tc

此 の 元 素 の 基 木 頂 は(?uartettで1;;i=Plli!S3又 は5で あ る。 前 述 と

同 樣 窒 素 は3價 の み で あ;,べ 含 で あ る.實 際4價 と考 へ られ る 窒 素

が 存 在 す る が 其 の 揚 合 は 常 に イ オ ン化 合 物 で あ つ て 其 の 電 子 の 配 列

は 次 の 楼 で あ る。

a:01
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L!1」 一Jll,

但 し此 の 様 の解 釋 で は 勵 酸 硝酸 箆 の原 子 價配 列 は 不 明 で あ る。

炭素 禺 に就 て は

1

7,zτ

0

0

1

-10十1 :.子 。

!!2層110

電子數12112

1・ …a
,昌r

上表 か ら炭 素 鳥 は2.4償 で あ る事 か 明か で あ る.故 にCOの 如 き

不$Aの 化合 物 と見 る必 要 は?neい 。4價 の 淡 素 は そのS[i=f一の 配 列 が
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ネ オ ンに 類{以 して ゐ る。 但 し ネ オ ンで は 電 子 か 二 つ づL對 を な1し て

居 る か 炭 素 の 揚 合 は 一 個 づaで あ る。 此 の 事 か ら考 へ て 炭 素 は 安 定

な 無 極 化 合 物 を つ く る が イ オ ン化 合 は 不 安 定 で あ る 事 が 解 る,

上 述 の 解 詮 で 今 迄 不 明 で あ つ?二 無.極 結 合 の 理 論 が 明 か に な つJこ と

思 は れ る、

上 逑 のLondonの 理 諭 は 街 ほ不 完 全 で あ る ポ 今 迄 聡wBの 稲 へ た化 學

紡 合 に は 二 個 の電 子 が 封 を な して 結 合 す る串 が 重 要 で あ る と違 ぺ た

事 に就 て 理 諭 的 の:c義 を奥 へ た 點 にar,め て 興 味 が あ る と.t.ふ,然 しGl1

酸 蘯 り原 子 價 の 髭 明 が 出 來 なY`こ と な ど か ら見 て(こtLは 恥ndonの 考

へ て屠 ら な い 坐 標 鳳 子 債 の問 題 か ら解 け る の で は 舞 い か と心 はttiる

が)r,ほ 考 へ!1ば な ら ぬ 問 題3:多(殖 さriて ゐ る と思 は れ る。
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